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発表テーマ

大学のブランド力を強める
～ICTを使った教職員の意識統一～
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テーマ設定の背景①

現状（グループの共通課題）

・ 他大学との差別化ができていない

・ 何が学べるのか学生がイメージしにくい

・ 教職員が自学の「強み・独自性」を共有
できていない
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理 想 像

教職員が自学の「強み、独自性」を十分に理解

↓

・ 個性ある大学・学部

・ 教育内容が明確な学部学科、カリキュラム構成

テーマ設定の背景②
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ギャップを埋める解決策

意識
統一

自大
分析

他大
分析

情報
発信
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ギャップを埋める解決策

意識
統一

自大
分析

他大
分析

情報
発信

ICTを活用し、課題解決を試みる



＜提案＞
クイズ形式で情報共有

運用元 ・・・ 情報関連の事務部門

出題者 ・・・ 各部署持ち回り

回答者 ・・・ 全教職員

頻度 ・・・ 1週間に1回ずつ
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＜提案＞
クイズ形式で情報共有

Why ・・・ 教職員の意識・認識を統一するため

When ・・・ 朝出勤した時

Where ・・・ 自分のデスクのPC上で

Who ・・・ 全教職員

What ・・・ 自学に関する情報を

How ・・・ クイズで答える 8
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クイズ!
Good Morning
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クイズ！GoodMorning
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クイズ！GoodMorning

→ 学内の共通認識の醸成
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クイズ！GoodMorning
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クイズ！GoodMorning

→ 母校愛強化、受験生へのアピール情報
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クイズ！GoodMorning
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クイズ！GoodMorning

→ 他部署の業務内容を把握できる
学生に対する注意喚起できる
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３号館の裏で
スズメバチでたらしいぜ

マジでー

学生に伝えなきゃ！
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・ 自学について詳しくなる

・ 同じ方向を向いて業務に取り組める

・ 強みや独自性を共通理解できる

↓

ブランド力向上に貢献

期待できる効果
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ギャップを埋める解決策

意識
統一

自大
分析

他大
分析

情報
発信



ご清聴ありがとうございました。
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大学のブランド力を
強める

①自大分析 目線

歴史·伝統

学生サービス·サポート

地域連携·貢献

学科·学び

食堂

土地·立地

施設

課外活動

情報を得る手法
大学案内

HP

学生に聞く
webアンケート

学外に聞く
お問い合わせフォーム

他部署との交流 LINE

ポータルサイト

学内を目で見る
web動画発信

③意識統一

風土
風通しのよい職場作り

声の大きいひとが勝つ

マネジメント力 上司が率先する

危機感を持つ

研修
教員

職員

web

コーチング·
マインドセット

ポリシー
ぶれない

共有が必要

強みにつながる

特色

主体性

教育内容

電子目安箱の設置

公約
HPで発信

ゲーム出退勤

②他大分析
（市場調査）

大学案内を見る
デジタルパンフ

業者に聞く

HPを見る

他大学との交流
SNS

名刺サービス

現地に行く

④情報発信

学内広報
web
広報誌

口コミ
SNS

学外広報

web

マスコミ

広報誌

口コミ
SNS

自大学と他大学の違いの
気付きを得る手法

https://coggle.it/me
https://coggle.it/
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